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あなたの笑顔に人が集まる あなたの笑顔で傷ついた心がいやされる あなたの笑顔にまた逢いたくなる 

 

【期末テスト終了 夏休みまであと１週間】 
 

□ひきつづき「日常生活」を大切に過ごしていきましょう。 

 

□期末テストは終わりましたが、時間に余裕のある今こそ、返されたテストの見直し・１学期の 

復習・１年生の時に分からなかったところの復習などに取り組む、いい機会です。 

 

【みんなに贈る言葉 その３       ･･･ちょっと一息・いい話】 
 

私の尊敬する、ある中学校の先生が、何年か前に書かれた文章を紹介します。 

 
 

□中村俊輔選手が好きだ。イギリスでの大活躍が聞こえるたびに、私は身が引き締まる。なぜか。 

サッカーで１試合９０分フル出場すると、１１キロを全力疾走することになるそうだ。中村選手は

誰よりも動き回るゆえ、１２キロを超える。誰よりも動いている。誰よりも走っている。 

試合後、仲間は自宅で休んだり、友人と飲みに行ったりする。 

だが、中村選手は違う。フル出場してくたくたに疲れているのに、なんとエアロバイクにまたがっ

て、さらにトレーニングをするのだ。自分の限界点をさらにあげるために。 
 

□巨人時代の松井秀喜選手も同様だった。 

試合後、松井選手は、長嶋茂雄監督の部屋を訪れ、同監督の前で素振りを見てもらっていたのだとい

う。ほぼ毎晩。同じ素振りを、だ。同じ素振りを何度も繰り返す。それを長島監督は黙って見ていたそ

うだ。 

他の選手は試合後、飲み屋で一杯やっていたり、のんびり休んでいたりする。その間、松井選手は

黙々と素振りをする。松井選手の方がよい結果を残すに決まっている。差別化が起こるに決まってい

る。 
 

□スポーツ界だけの話ではない。ビートたけし氏は若い頃から、仲間と飲んで帰った後、深夜から朝に

かけて何冊もの本を読み、ノートにアイディアを書き綴ってから寝るという習慣を身につけている。 

一流のビジネスマンも技術者も同じだ。 

彼らには「楽して簡単に成功しよう」という考えは、これっぽっちも見当たらない。毎日毎日、こつ

こつと努力を積み重ねている。だから、余人の及ばない結果を残せるのだ。 

 

□こういう道を歩きたいという人は、今から始めるとよい。 
 

 

【来週・再来週の予定 文月】※変更もあります 
 

  登校時間 授 業 等 完全下校 部活動 

２７ 月 

７：５５ 

～ 

８：０５ 

月２３４５(学活) 

4 時間授業 

・ 

簡易給食 

１４：００ 

１６：００ 

部活再登校 

 

１８：００ 

完全下校 

２８ 火 火２３４５ 

２９ 水 水１２５６ アルミ缶回収 

３０ 木 木３４５６ アルミ缶回収 

３１ 金 金１２３＋終業式･学活 制服登校 １３：３０ 

 

※期末テストは終わりましたが、家庭学習は継続していきましょう。(ゲーム・スマホに注意) 

笑顔 


